
指　摘

　　　特になし

意　見
１　想定されるリスクからの着眼点に着目して行った監査結果

意　見 措置（具体的内容）・対応状況

（３）政務活動費の適正な交付におけるリスク 【　継続努力　】　　令和　４年　６月３０日

ア　新型コロナウイルス感染症の影響もあり、先
進市へ実際に訪れる視察が減少し、代わってオン
ラインでの視察が行われるようになっている。コ
ロナ禍においてＩＣＴを活用した取組みを行って
いることは理解できるが、実際に現地を訪問して
得られる情報も貴重である。今後も効果的な先進
地視察が行えるよう積極的に取り組むとともに、
現地へ赴くことができない場合にも、様々な手法
により議員が十分に情報を得ることができるよう
に、事務局職員がフォローするよう努めること。

　県外や県内他市への現地に赴く視察については、
新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた三重県指
針に基づき、議会としての対応方針を慎重に協議し
ている。
　一方、現地視察ができない場合にも、リモートで
の視察・意見交換ができるよう、環境整備に取り組
んでいる。オンライン視察に係る機器のセッティン
グや視察先との調整など、円滑な視察・意見交換の
実現に向けたフォローを行うとともに、より効果的
な手法についても研究していく。

【　措置済　】　　令和　４年１２月３１日

　令和４年度は２年ぶりに県外への行政視察を実施
した委員会があった一方、新型コロナウイルスの感
染状況を考慮して中止の判断をした委員会もあっ
た。従来のような行動制限は解除されたが、引き続
き感染状況に応じた慎重な判断が求められる。
　また、現地を訪問できない状況であっても、リ
モートによる意見交換ができる体制を整えており、
引き続き議員が必要な情報を得られるようフォロー
していく。

【　継続努力　】　　令和　４年　６月３０日

イ　政務活動費について、今後も執行率の推移を
注視し、その増減の理由などを把握することで、
政務活動費の適正性をしっかり説明できるように
するとともに、議員が問題なく政務活動を行うこ
とができるよう、引き続き適正な事務執行に努め
ること。

　新型コロナウイルス感染症の影響で令和２、３年
度は現地に赴く視察が大幅に制限され、政務活動費
の執行額が大きく減少した。新型コロナウイルスに
よる制限の状況を見極めつつ、政務活動が適正に行
われるよう、引き続きチェック体制の強化に努め
る。

【　継続努力　】　　令和　４年１２月３１日

　個人や会派での視察は全体としては回復傾向にあ
るものの、視察に行く議員には偏りが見受けられ
る。視察に限らず、政務活動費が適切に支出され、
市民の利益につながるよう、引き続き適正にチェッ
クを行う。

令和３年度　定期監査の結果（指摘・意見・リスク発現の可能性があるもの）に基づく
措置状況等の報告

３　監査実施期間　　　令和 ３年 ８月２５日

１　監査の種類　　　　定期監査（財務監査・行政監査）

２　監査対象　　　　　議会事務局　議事課
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【　継続努力　】　　令和　４年　６月３０日

ウ　政務活動費の状況を市政情報センターで公開
している状況において、市民からの意見があった
場合はその内容について議員に伝えるなど適切に
対応し、市民の理解が得られる政務活動費の執行
に努めること。

　議会活動について、市民からいただいた意見は議
員に周知している。令和４年度からは政務活動費の
執行に伴う領収書等の関係書類をホームページで公
開するなど、一層の透明性の確保を進め、市民の理
解を得られるように努めていく。

【　措置済　】　　令和　４年　７月　１日

　政務活動費の執行に伴う領収書等の関係書類を
ホームページに掲載した。
　また、市民から寄せられる意見は、引き続き議員
に周知している。市民から政務活動費の執行状況に
ついて疑問の声が寄せられた場合に執行理由を説明
できるよう、事務局のチェック体制を強化する。

２　３Ｅ（経済性、効率性、有効性）等の視点からの着眼点に着目して行った監査結果

意　見 措置（具体的内容）・対応状況

① ＩＣＴを活用した業務の効率化について【効率
性の視点】

【　継続努力　】　　令和　４年　６月３０日

　オンライン視察の実施に加え、防災訓練でのオン
ライン活用や常任委員会の休会中所管事務調査にお
ける一部委員のオンライン参加など、タブレット端
末を活用した会議のオンライン化に取り組んでい
る。今後も社会のＩＣＴ化のトレンドを見逃さない
よう研究を進め、ＩＣＴを活用した業務効率化に取
り組む。

【　継続努力　】　　令和　４年１２月３１日

　新型コロナウイルスの濃厚接触者となった議員の
委員会へのリモート参加等、ＩＣＴを活用した取り
組みを広げており、職員のノウハウも形成されつつ
ある。
　今後は職員間で経験を共有し、職場全体でＩＣＴ
のスキルアップを図り、業務の効率化を目指す。

【　継続努力　】　　令和　４年　６月３０日

イ　ＩＣＴを活用した業務においては、機器等の
トラブルが生じることも想定される。こうした事
態に対応できるよう専門的な知識を積み上げると
ともに、支障が生じた際の代替手法について検討
するなどリスク管理をしっかり行い、適切な議会
運営に努めること。

　タブレット端末だけでなく、予備としてパソコン
も用意しておくなど、トラブルを想定した準備を
行っている。また、委員会室備え付けの音響設備の
他に、端末に接続するヘッドセットを用意したり、
キャリアのネットワークの他にWi-Fi環境を整える
など、音響面、ネットワーク面でもリスク回避のた
めの体制を整えている。引き続き、あらゆるリスク
を想定し、万全の体制を構築していく。

【　継続努力　】　　令和　４年１２月３１日

　ＩＣＴを活用した取り組みを実施する中で、いく
つかの不具合の起きやすいポイントが把握できた。
注意点を洗い出し、リスクを職場内で共有すること
で、ＩＣＴ機器やＩＣＴを活用した取り組みをより
安定して運用できる体制を整備する。

ア　議会事務においては、タブレット端末を用い
たシステム導入などにより、ＩＣＴを活用した業
務の効率化を行ってきている。今後も引き続きＩ
ＣＴに関する知識の向上や情報収集に努めるとと
もに、新型コロナウイルス感染症の影響により、
視察や会議などのオンライン開催が増えることが
想定されるので、こうした事態にも問題なく対応
できるよう、ＩＣＴを活用した業務効率化に継続
的に取り組むこと。
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② 市民への議会情報の提供について【有効性の視
点】

【　検討中　】　　令和　４年　６月３０日

　議会の状況を市民へ提供するため、フェイス
ブックやツイッター、インスタグラムによる情報
発信を行っているが、登録者数は多くはなく、十
分な効果を発揮しているとはいいがたい状態であ
る。他市の議会における先進的な取組みなどを参
考にしつつ、より効果的な情報発信について検討
すること。

　四日市市議会の公式フェイスブックやツイッ
ター、インスタグラムの登録者数は伸び悩んでお
り、登録者数増加の手法を研究していく。一方、新
たにラインを使った情報発信を開始したところであ
り、ラインによる情報発信の効果なども分析しなが
ら、効果的な情報発信の手法について研究してい
く。

【　措置済　】　　令和　４年　７月２９日

　各ＳＮＳの登録者数の増加に向け、投稿内容を充
実させている。利用者に届きやすい内容や目を引く
写真等を研究するため、担当職員がＳＮＳに関する
研修を受講し、職場内で共有した。

③ 議会における危機管理対応について【有効性の
視点】

【　継続努力　】　　令和　４年　６月３０日

　長時間にわたり意見等を言われる市民等への対
応においては、職員への身体的、精神的な負担が
懸念される。こうした事態に対応するためには、
職員の危機管理対応能力が必要と考えられること
から、専門家による危機管理対応についての研修
を実施するなど、職員のスキルアップに努めるこ
と。

　市民からの意見や相談に対しては丁寧な対応を心
掛ける必要があるものの、長時間にわたって特定の
市民に対応することは適切とは言えない。このよう
な案件については、職員個人ではなく組織として対
応すべきであり、長時間となる市民への対応策や必
要な知識、実際にあった具体例を職場内で共有する
ことにより、職員のスキルアップを図る。

【　継続努力　】　　令和　４年１２月３１日

　市民等の来客対応を念頭に、職員が接遇研修を受
講したところであり、職場内で知識を共有すること
で、事務局職員全体のスキルアップを図る。

④ 内部チェック体制の再構築について【合規性の
視点】

【　継続努力　】　　令和　４年　６月３０日

　会計管理課や財政課等が提供している各種手引き
に沿ったチェックを徹底する。各職員が意識を向上
させ、複数の目で不備をチェックすることで適正な
事務執行に努めていく。

【　継続努力　】　　令和　４年１２月３１日

　引き続き適正なチェック体制を敷くとともに、発
見したミスを共有することで、同様のミスの発生を
抑制するとともに、チェックする職員のスキルアッ
プも図る。

リスク発現の可能性があるもの

　　　特になし

　支出事務において書類上の不備などが複数見受
けられた。決裁時に確認する事項についてルール
を定めるなど、あらためて複数の職員による
チェック体制を整備し、事務執行の適正化に努め
ること。
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